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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コーヒーメーカーに用いられるコーヒー抽出アセンブリ（１）であって、前記コーヒー
抽出アセンブリ（１）は駆動ユニット（２）と抽出モジュール（３）とを備え、
　前記抽出モジュール（３）は、抽出ヘッド（６）と、上側密閉手段（７ａ）と、下側密
閉手段（７ｂ）とを有し、
　前記抽出ヘッド（６）は前記上側密閉手段及び前記下側密閉手段によって密閉可能な円
筒形の抽出チャンバ（６ａ）を有し、
　前記駆動ユニット（２）は、少なくとも１つのリニアガイド機構（４）を有し、前記抽
出ヘッド（６）が前記リニアガイド機構（４）と連結可能であることによって前記抽出ヘ
ッド（６）は前記リニアガイド機構（４）によって前記コーヒー抽出アセンブリ（１）内
を線形的に移動可能であり、
　前記駆動ユニット（２）は前記リニアガイド機構（４）のためのモータ駆動部を含み、
　前記抽出ヘッド（６）と、前記上側密閉手段及び前記下側密閉手段のいずれか一方と、
前記抽出チャンバ（６ａ）とが線形的に移動できるように前記抽出モジュール（３）に配
置され、
　前記抽出モジュール（３）は着脱可能に前記駆動ユニット（２）に連結され、前記抽出
モジュール（３）が前記駆動ユニット（２）に連結される場合、少なくとも前記抽出ヘッ
ド（６）が前記駆動ユニット（２）の前記リニアガイド機構（４）によって線形的に移動
可能であり、
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　前記上側密閉手段及び前記下側密閉手段の他方が、前記抽出モジュール（３）に固定さ
れるように配置され、
　前記駆動ユニット（２）の前記リニアガイド機構（４）は第１の機械式連結手段を有す
ると共に、前記抽出モジュール（３）の前記抽出ヘッド（６）は第２の機械式連結手段を
有し、前記第１の機械式連結手段及び前記第２の機械式連結手段は、前記抽出モジュール
（３）が前記駆動ユニット（２）に連結される場合に、両者が機械式に連結されるように
配置されることにより、線形的移動力が前記リニアガイド機構（４）を介して前記抽出ヘ
ッド（６）に伝達可能であることを特徴とするコーヒー抽出アセンブリ。
【請求項２】
　前記抽出モジュール（３）の前記第２の機械式連結手段は、少なくとも１つの突起を有
し、前記リニアガイド機構（４）の前記第１の機械式連結手段は前記突起を受け入れる少
なくとも１つの受入部を有し、前記受入部は前記突起を着脱可能に受け入れるように形成
されていることを特徴とする請求項１に記載のコーヒー抽出アセンブリ。
【請求項３】
　前記抽出モジュール（３）の前記第２の機械式連結手段はロッド状要素として形成され
、前記ロッド状要素は前記抽出ヘッド（６）の線形的移動方向に対してほぼ垂直となるよ
うに配置されていることを特徴とする請求項２に記載のコーヒー抽出アセンブリ。
【請求項４】
　前記抽出モジュール（３）の前記第２の機械式連結手段は、前記抽出チャンバ（６ａ）
の線形的移動方向に対して垂直に、少なくとも前記抽出チャンバ（６ａ）の幅にわたって
延びていることを特徴とする請求項１に記載のコーヒー抽出アセンブリ。
【請求項５】
　前記抽出モジュール（３）の前記第２の機械式連結手段は金属から形成されていること
を特徴とする請求項１に記載のコーヒー抽出アセンブリ。
【請求項６】
　前記上側密閉手段（７ａ）と前記下側密閉手段（７ｂ）のいずれか一方は、使用済みの
挽きコーヒーを前記抽出チャンバ（６ａ）から排出するための排出ラム部材として形成さ
れることを特徴とする請求項１に記載のコーヒー抽出アセンブリ。
【請求項７】
　前記抽出ヘッド（６）と、排出ラム部材として形成された、前記上側密閉手段もしくは
前記下側密閉手段とは、排出ポジションにおいて、前記抽出ヘッド（６）の線形的移動方
向に対して垂直をなす揺動軸を中心にして揺動できるように前記抽出モジュール（３）に
配置されていることを特徴とする請求項６に記載のコーヒー抽出アセンブリ。
【請求項８】
　前記抽出モジュール（３）は前記駆動ユニット（２）に着脱可能に連結されていること
を特徴とする請求項１に記載のコーヒー抽出アセンブリ。
【請求項９】
　前記抽出モジュール（３）は工具を用いることなく着脱可能に前記駆動ユニット（２）
に連結されていることを特徴とする請求項１に記載のコーヒー抽出アセンブリ。
【請求項１０】
　前記抽出ヘッド（６）、前記上側密閉手段（７ａ）及び前記下側密閉手段（７ｂ）のう
ちの少なくとも１つはクイックコネクションを介して前記抽出モジュール（３）に装着さ
れることを特徴とする請求項１に記載のコーヒー抽出アセンブリ。
【請求項１１】
　前記上側密閉手段（７ａ）及び前記下側密閉手段（７ｂ）のうちの少なくとも１つは、
液体導管に接続するためのシール付き液体導管接続口を有していることを特徴とする請求
項１に記載のコーヒー抽出アセンブリ。
【請求項１２】
　前記駆動ユニット（２）には、互いに平行かつ離間して配置されるとともに前記モータ
駆動部によって回転駆動可能な２本のスピンドルが備えられ、前記抽出モジュール（３）
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が少なくとも部分的に前記スピンドル（４ａ，４ｂ）間に着脱可能に設けられていること
を特徴とする請求項１に記載のコーヒー抽出アセンブリ。
【請求項１３】
　前記抽出モジュール（３）は実質的にプラスチックから形成される、請求項１に記載の
コーヒー抽出アセンブリ。
【請求項１４】
　前記上側密閉手段（７ａ）と前記下側密閉手段（７ｂ）と前記抽出チャンバ（６ａ）と
はプラスチックから形成されていることを特徴とする請求項１３に記載のコーヒー抽出ア
センブリ。
【請求項１５】
　請求項１から１４のいずれか１項に記載のコーヒー抽出アセンブリ（１）と、水加熱ユ
ニットと、コーヒー粉末供給ユニットとを備え、これらが互いに連係動作するように構成
され、前記コーヒー抽出アセンブリ（１）に、コーヒー粉末供給ユニットによるコーヒー
粉末の供給と、水加熱ユニットによる熱湯の供給とによってコーヒー飲料がつくり出され
ることを特徴とするコーヒーメーカー。
【請求項１６】
　制御ユニットを備え、前記制御ユニットは、前記抽出モジュールに応じて、粉砕度、抽
出圧力、抽出温度、抽出プロセス中の給水量、及びコーヒー粉圧縮時の対抗圧力からなる
グループから少なくとも１つのコーヒー調製パラメーターを選択するように構成されるこ
とを特徴とする請求項１５に記載のコーヒーメーカー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コーヒー抽出アセンブリおよびこのコーヒー抽出アセンブリを組み込んだコ
ーヒーメーカーに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　コーヒー飲料を自動的につくり出すコーヒーメーカーは一般に、水加熱ユニット、コー
ヒー粉末供給ユニットおよびコーヒー抽出アセンブリを備えている。コーヒー飲料をつく
るためには、コーヒー粉末供給ユニットからコーヒー粉末が、水加熱ユニットから熱湯が
それぞれコーヒー抽出アセンブリに供給されて、このコーヒー抽出アセンブリでコーヒー
飲料調製のための抽出プロセスが行なわれる。
【０００３】
　代表的なコーヒー抽出アセンブリは、抽出ヘッドと、上側密閉手段と、下側密閉手段と
、少なくとも１つのリニアガイド機構とを有している。抽出ヘッドはコーヒー粉末を受け
入れる円筒形の抽出チャンバを含み、前記抽出チャンバは上側密閉手段および下側密閉手
段によって密閉されるので、コーヒー飲料を抽出するための抽出ルームとなる。
【０００４】
　欧州特許公開公報第１７７４８８３号から、抽出ヘッドがリニアガイド機構と連係し、
前記抽出ヘッドはコーヒー抽出アセンブリ内を案内機構によって線形的に移動できるよう
に構成されたコーヒー抽出アセンブリが知られている。この公知のコーヒー抽出アセンブ
リにおいて、案内機構はモータによって回転駆動される２本のスピンドルによって形成さ
れ、これらのスピンドルによって抽出ヘッドと下側密閉手段とは上下方向に直線運動が可
能となる。
【０００５】
　コーヒー飲料を自動につくり出すコーヒーメーカーは、特に飲食店でのドリンク部門、
同じくまた個人利用としてでもよく使用されている。このようなコーヒーメーカーに組み
込まれるコーヒー抽出アセンブリは、コーヒー抽出チャンバ内でコーヒー粉が圧縮され、
高圧下で熱湯の作用を受けることからして、機械的に特に大きな負荷を受ける構成ユニッ
トである。
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【０００６】
　したがって、上記欧州特許公開公報第１７７４８８３号では、抽出ヘッドを双方のスピ
ンドルに着脱式に取り付けて、洗浄、保守および交換のために抽出ヘッドを取り外し可能
にすることが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】欧州特許公開公報第１７７４８８３号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、洗浄作業、保守作業の容易性および特に摩耗部品の交換容易性、保守
作業の短縮実施の実現、コーヒーメーカーの保守・保全コストの低減、といった要望をで
きるだけ可能にする、コーヒー抽出アセンブリおよびコーヒーメーカーを提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するため、本発明による、コーヒーメーカーに用いられるコーヒー抽出
アセンブリでは、抽出ヘッドと、上側密閉手段と、下側密閉手段と、少なくとも１つのリ
ニアガイド機構とが備えられ、前記抽出ヘッドは前記上側密閉手段及び前記下側密閉手段
によって密閉可能な円筒形の抽出チャンバを有し、前記抽出ヘッドと前記リニアガイド機
構との連係構成によって前記抽出ヘッドは前記リニアガイド機構によって前記コーヒー抽
出アセンブリ内を線形的に移動可能であり、
　前記コーヒー抽出アセンブリは駆動ユニットと抽出モジュールとを有し、前記駆動ユニ
ットは前記リニアガイド機構と前記リニアガイド機構のためのモータ駆動部とを含み、前
記抽出モジュールは前記抽出ヘッドと前記上側密閉手段と下側密閉手段の少なくともいず
れか一方とを含み、その際、少なくとも前記抽出チャンバは線形的に移動できるように前
記抽出モジュールに配置され、
　前記抽出モジュールは着脱可能な形で前記駆動ユニットの内部またはその外面にあるい
はそれら双方に配置され、前記抽出モジュールが前記駆動ユニットの内部またはその外面
にあるいはそれら双方に配置された状態で少なくとも前記抽出ヘッドは前記駆動ユニット
の前記リニアガイド機構によって線形的に移動可能である。
【００１０】
　本発明によるコーヒー抽出アセンブリはコーヒーメーカーに組み込まれるように形成さ
れており、抽出ヘッドと、上側密閉手段と、下側密閉手段と、少なくとも１つのリニアガ
イド機構とを含んでいる。抽出ヘッドは、上側密閉手段と下側密閉手段の２つの密閉手段
によって密閉可能な円筒形の抽出チャンバを有している。さらに、抽出ヘッドは、リニア
ガイド機構と連係して、抽出ヘッドが案内機構によってコーヒー抽出アセンブリ内を線形
的に移動できるように形成されている。
【００１１】
　従来の技術から知られているように、本発明のコーヒー抽出アセンブリによって、抽出
チャンバへのコーヒー粉末が供給された後、少なくとも抽出ヘッドの線形的移動と上側な
らびに下側の密閉手段による抽出チャンバの密閉とによって、抽出チャンバ内において、
高圧の熱湯供給によるコーヒー飲料の抽出調製が可能となる。
【００１２】
　本発明の重要な点は、上記コーヒー抽出アセンブリが駆動ユニットと抽出モジュールと
を有していることである。
　駆動ユニットは、リニアガイド機構と、リニアガイド機構のためのモータ駆動部とを含
んでいる。抽出モジュールは、抽出チャンバと、上側密閉手段と下側密閉手段の少なくと
もいずれか一方とを含み、その際、少なくとも抽出チャンバは線形的に移動できるように
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コーヒー抽出アセンブリに配置されている。
【００１３】
　抽出モジュールは着脱可能な形で駆動ユニットの内部またはその外面にあるいはそれら
双方に配置され、抽出モジュールが駆動ユニットの内部またはその外面にあるいはそれら
双方に配置された状態で少なくとも上記抽出ヘッドは駆動ユニットのリニアガイド機構に
よって線形的に移動することが可能である。
【００１４】
　本発明は、保守、洗浄および摩耗部品を交換作業に容易に対処するために、コーヒー抽
出アセンブリを２つの機能要素に分割することができるという本願出願人の知見に基づい
ている。
【００１５】
　駆動ユニットには、リニアガイド機構と、リニアガイド機構のためのモータ式の駆動ユ
ニットとが含まれている。このことから、この駆動ユニットを形成するこれらの要素は、
リニアガイドの作用及びそれによる移動の際に生じる力を受け止めるために、安定した構
造にしなければならない。ただし、これらの機械構成要素はそれ自体公知の機械要素によ
って耐久的に構成することが可能であるため、以下に述べるその他の機械構成要素に比較
して摩耗部材にはならない。
【００１６】
　抽出モジュールには、抽出ヘッドと、上述した上側密閉手段と下側密閉手段のうちの少
なくとも一方とが含まれている。これらの構成要素は、コーヒー粉末圧縮時ならびにコー
ヒー粉末への高圧熱湯供給によるコーヒー抽出時の圧力作用と共に、コーヒー粉末による
汚損に曝されており、それゆえ、定期的間隔による保守、洗浄が要されると共に、摩耗に
起因する交換が頻繁に要求される。
【００１７】
　したがって、抽出モジュールおよび／または駆動ユニットを共に着脱可能な形で配置す
ることにより、ユーザーまたは専門作業員は、容易かつ時間のかからない方法で、コーヒ
ー抽出アセンブリから抽出モジュールを取外し、それに対して洗浄および／または保守点
検を実施したり、あるいは交換用抽出モジュールとの交換を行なったりする。上記構成に
より、短い時間でコーヒーメーカーの保守が可能である。特に、抽出モジュールの交換は
わずか数秒足らずのコーヒーメーカーの稼動中断で実施することができるため、まずは、
抽出モジュールの保守および／または洗浄に要する時間が低減され、さらには、保守のた
めのコーヒーメーカー稼動中断時間が低減される。
【００１８】
　したがって、抽出モジュールの交換によって、コーヒー抽出アセンブリの保守・摩耗関
連部品の取外し、特に、交換を必要とする部品の交換が完了するので、従来不可能であっ
た短時間でのコーヒー抽出アセンブリの保守点検の実施が本発明のコーヒー抽出アセンブ
リによって初めて実現されることになる。
【００１９】
　それゆえ、本発明による抽出モジュールの重要な利点は、抽出モジュールがコーヒー抽
出アセンブリの典型的な摩耗部品と見なすことのできる構成要素を含んでいることである
。こうした構成要素には一般に以下の部材、つまり上側および下側密閉手段のシール、連
結手段のシールおよび／または上側密閉手段のコーヒー・フィルターのうちの１つ以上が
含まれる。
【００２０】
　好ましくは、抽出モジュールは、上側密閉手段と、下側密閉手段とを含んでいる。上述
したように、抽出チャンバ内のコーヒー粉末への圧力作用等によって、特に関係する構成
要素／関連要素は摩耗を生じやすい。このことは、抽出ヘッド以外に、上側密閉手段なら
びに下側密閉手段にも当てはまるため、抽出モジュールの要素部品としての上側密閉手段
と下側密閉手段は抽出モジュールと共にコーヒー抽出アセンブリから取外し可能であるこ
とが好ましい。
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【００２１】
　好ましくは、上側と下側の密閉手段のいずれか一方、より好ましくは、上側密閉手段が
抽出モジュールに配置され、他方の密閉手段は抽出ヘッドと共に線形的に移動できるよう
に抽出モジュールに配置される。
【００２２】
　これにより、駆動ユニットと前記駆動ユニットのリニアガイド機構とによって、抽出ヘ
ッドと他方の密閉手段とは、配置された密閉手段の方向へ移動されるため、その結果とし
て抽出ヘッドの抽出チャンバの密閉とコーヒー粉の圧縮とが達成される。
【００２３】
　好ましくは、駆動ユニットのリニアガイド機構は第１の機械式連結手段を有すると共に
、抽出モジュールの抽出ヘッドは第２の機械式連結手段を有している。これらの連結手段
は、抽出モジュールが駆動ユニットの内部またはその外面にあるいはそれら双方に配置さ
れた状態で双方の連結手段が機械式に連結されて、上記案内機構の線形的移動力が抽出ヘ
ッドに伝達可能なように形成されて、配置されている。したがって、これらの第１の機械
式連結手段および第２の機械式連結手段によって、構造的にシンプルな方法で、駆動ユニ
ットと抽出モジュールとの着脱式連結が保証される。同時に、この着脱式連結によって、
駆動ユニットから少なくとも抽出ヘッドおよび好ましくは上側密閉手段と下側密閉手段の
いずれか一方への線形的移動力の伝達が可能となる。
【００２４】
　特に、抽出モジュールの上記連結手段は少なくとも１つの突起を有し、リニアガイド機
構の連結手段は前記突起を受け入れるように対応する少なくとも１つの受入部を有してい
るのが好都合である。これによって、構造的にシンプルな構造で、抽出モジュールが駆動
ユニットの内部またはその外面にあるいはそれら双方に配置される際に上記の機械式連結
が達成される。この場合、上記受入部は前記突起を着脱可能に受け入れるように形成され
ていると、好都合である。特に、一方の連結手段を、相補嵌合形状（凹凸かみ合い形状）
によって他方の連結手段を受け入れる受入部として形成することは本発明の好適な実施形
態に属する。
【００２５】
　好ましくは、抽出モジュールの連結手段はロッド状要素として形成することができる。
特に、前記ロッド状要素は抽出ヘッドの線形的移動方向に対してほぼ垂直となるように配
置されているのが好適である。これにより、構造的にシンプルな方法で、線形的移動力が
モータ駆動部から駆動ユニットのリニアガイド機構と上記ロッド状要素とを経て抽出ヘッ
ドに伝達可能とされることになる。
【００２６】
　抽出モジュールの上記連結手段は抽出チャンバの線形的移動方向に対して垂直をなし少
なくとも抽出チャンバの幅全体にわたって延びている。その際、コーヒー粉圧縮時に線形
的移動力による圧力が加えられる抽出チャンバ領域はその全幅にわたって上記連結手段に
よって支えられているのが好ましい。特に、抽出モジュールの上記連結手段を金属により
形成するとよい。これにより、駆動ユニットと抽出ヘッドの間の力の伝達に不可欠な抽出
モジュールのこの要素を安定的かつ耐久的な材料から作られることになり、好都合である
。
【００２７】
　好適な実施形態では、上記上側密閉手段と下側密閉手段の一方、特に好ましくは下側密
閉手段がさらに、使用済みのコーヒー粉を抽出チャンバから排出するための排出ラム部材
として形成され、配置されている。したがって、この密閉手段は一方で、コーヒー粉の圧
縮ならびにコーヒー抽出時に抽出チャンバの片側を密閉する機能を果たすと共に、この密
閉手段はさらに、コーヒー飲料の調製後に抽出チャンバ内にさらに進入する。これにより
、この密閉手段は他方の密閉手段によって密閉されていない抽出チャンバ側で排出ラム部
材として使用済みの挽きコーヒーを排出する機能を果たすことになる。
【００２８】
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　特に、抽出ヘッドと、排出ラム部材として形成された密閉手段は、排出ポジションにお
いて、線形的移動方向に対して垂直をなす揺動軸を中心にして揺動できるように抽出モジ
ュールに配置されているのが好適である。これにより、構造的にシンプルな方法で、コー
ヒー飲料の調製後に抽出ヘッドと排出ラム部材とを排出ポジションに向かって線形的に移
動させ、線形的移動方向に対して直交する揺動軸を中心にして揺動させ、その結果、排出
ラム部材として形成された上記密閉手段によるコーヒー粉の排出を、排出コーヒー粉によ
るコーヒー抽出アセンブリの汚損のリスクを低下させるという条件下で、実施することが
できる。
【００２９】
　好ましくは、抽出モジュールは一体的に着脱可能な形で駆動ユニットの内部またはその
外面にあるいはそれら双方に配置されている。抽出モジュールは、好ましくは一体として
かつそれゆえ「１回の操作」でコーヒー抽出アセンブリから取り外すことができるように
、構造的に一体をなすアッセンブリとして構成される。
【００３０】
　好ましくは、抽出モジュールは工具を用いることなく着脱可能な形で駆動ユニットの内
部またはその外面にあるいはそれら双方に配置されている。したがって、ユーザーまたは
保守作業員は保守のために、必要なときにはなかなか見つからないことが多く、それゆえ
にその作業時間が長引く原因となってしまう、特殊な工具を必要とすることなく、抽出モ
ジュールをコーヒー抽出アセンブリから容易に取り外すことができる。
【００３１】
　好ましくは、以下の要素／機構、抽出ヘッド、上側密閉手段および／または下側密閉手
段のうちの少なくともいずれか１つはワンタッチクランプ（簡単な操作で着脱が可能な取
付具）を介して抽出モジュールに配置されている。これによって、コーヒー抽出アセンブ
リから抽出モジュールを取り外した後、さらに抽出モジュールの前記要素／機構を低コス
トで取り外して、保守および／または交換を実施することができる。
【００３２】
　さらに別の好適な実施形態において、上側および／または下側密閉手段、好ましくは上
側密閉手段と下側密閉手段は、液体導管を接続するためのシール付き液体導管接続口を有
している。この好適な実施形態において、上側密閉手段および／または下側密閉手段は、
液体とくに水を液体導管接続口から抽出チャンバに導入し、また逆の方向に送出するため
に形成されている。
【００３３】
　本願出願人の調査によれば、液体導管と上述した液体導管接続口の間の封止を行うシー
ルは、同じく高い頻度で、摩耗に曝されおよび／または保守ないし洗浄に付されなければ
ならないことが判明した。それゆえ、この好ましい実施形態においては、コーヒー抽出ア
センブリから抽出モジュールを取り外すことにより、同時に、保守に重要なシールも取り
外される。あるいは抽出モジュールの交換時にシールを交換してもよい。
【００３４】
　好ましくは、駆動ユニットは、互いに平行かつ離間して駆動ユニットに配置されてモー
タ駆動部によって回転駆動可能な２本のスピンドルを有している。特に、駆動ユニットと
抽出モジュールとは、抽出モジュールが着脱可能な形で少なくとも部分的に前記スピンド
ル間に配置されるように形成されるのが好適である。
【００３５】
　これによって、構造的にシンプルかつ特に堅牢な形で、モータ駆動部によるスピンドル
の回転駆動に起因する線形的移動力の抽出モジュールの移動可能な要素／機構とくに抽出
ヘッドへの伝達が実現される。好ましくは、線形的移動力を伝達するために、スピンドル
にはそれぞれ１つの連結手段が配置されている。そして、抽出モジュールは、抽出モジュ
ールが駆動ユニットの内部またはその外面にあるいはそれら双方に配置された状態でスピ
ンドルに配置された受入部と機械式に連結されることとなる、対応する２連結手段を有し
ている。この場合、抽出モジュールは連結手段として、抽出モジュールの相反する２つの
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側を越えてそれぞれ一端が突き出した金属ロッドを有し、他方、駆動ユニットはそれぞれ
前記ロッドの一端を相補嵌合連結するようにスピンドルに設けられた対応する受入部を有
するように形成することにより、特に構造的にシンプルな実施態様が得られる。
【００３６】
　好ましくは、抽出モジュールは基本的にプラスチックから形成され、これによって、特
に摩耗し易い要素／機構の重量節減かつ低コストの実施態様が確実に達成される。特に、
上側および下側密閉手段ならびに抽出チャンバはプラスチックで形成されているのが好適
である。抽出モジュールのうち最も強度な機械荷重を受ける要素／機構は一般に連結手段
であることから、好ましくは、連結手段は硬質の材料とくに好ましくは金属から形成され
ている。
【００３７】
　本発明の根底をなす冒頭に述べた課題は、さらに、水加熱ユニットと、コーヒー粉末供
給ユニットと、コーヒー抽出アセンブリとを含むコーヒーメーカーによって解決される。
これらの要素は互いに連係して、コーヒー抽出アセンブリ中で、コーヒー粉末供給ユニッ
トによるコーヒー粉末の供給と、水加熱ユニットによる熱湯の供給とによってコーヒー飲
料が製出されるように構成されている。それゆえ、本発明によるコーヒーメーカーの基本
構造は、従来公知の全自動コーヒーメーカーのそれ自体公知の構造と同じである。重要な
点は、コーヒー抽出アセンブリが上記説明した本発明によるコーヒー抽出アセンブリに準
拠してまたは前記コーヒー抽出アセンブリの好ましい実施形態に準拠して形成されている
ことである。
【００３８】
　本発明によるコーヒー抽出アセンブリの重要な利点は、動力が発生するために必然的に
堅牢かつ安定的に形成されなければならない駆動ユニットが、そうした安定的かつ堅牢な
構成によって、その他の要素／機構に比較して摩耗を免れており、それゆえ、保守ないし
交換の必要がないか、もしくはごくまれにしか実施される必要がないという点である。さ
らに、コーヒー粉との接触および圧力荷重によっていずれにしても摩耗を免れない類の要
素／機構は低コストでプラスチックから製造可能であると共に、取外し可能な抽出モジュ
ール内に配置されているために、保守および交換はごく短時間で実施可能である。
【００３９】
　特に、コーヒー粉の圧縮時に、抽出ヘッドの抽出チャンバ内にあるコーヒー粉は加圧さ
れるが、その際、上側および下側密閉手段の相対対向運動によって抽出チャンバ内の残存
容積は減少し、その結果、コーヒー粉の圧縮が行われる。この場合に必要とされる力は駆
動ユニットのモータ駆動部によってもたらされ、駆動ユニットのリニアガイド機構を経て
抽出モジュールに、好ましくは１つの密閉手段に、特に好ましくは下側密閉手段に伝達さ
れる。これは好ましくは、上述したように形成された第１の機械式連結手段および第２の
機械式連結手段によって行われる。
【００４０】
　コーヒー粉圧縮時の対抗圧力は、一方で円筒形の抽出チャンバの周面によって受けとめ
られ、他方で他方の密閉手段、好ましくは、駆動ユニットのモータ駆動部によってリニア
ガイド機構を経て運動させられることのない上側密閉手段によって受けとめられる。それ
ゆえ、好ましくは、本発明によるコーヒー抽出アセンブリは、駆動ユニットにも、駆動ユ
ニットに接する抽出モジュールにも共に、抽出モジュールが駆動ユニットの内部またはそ
の外面にあるいはそれら双方に配置された状態で互いに密接するそれぞれ１つの当接面が
形成され、コーヒー粉圧縮時および／またはコーヒー抽出プロセス中の反力を受け止める
ように形成されている。
【００４１】
　したがって、この好ましい実施形態は、抽出モジュール自体が、特にコーヒー粉の圧縮
時に、コーヒー粉圧縮時の対抗圧力を造成するのに必要な安定性を必ずしも保証する必要
はないという利点を有している。それどころか、発生する力は全面的または部分的に上述
した当接面を経て、本質的に十分な安定性を有する駆動ユニットに逃がされる。
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【００４２】
　特に、駆動ユニットが、抽出モジュールに形成された対応する当接面を経て圧力ないし
力を受け止める前記当接面を含んだフレームおよび／または支持枠を有する形態が好適で
ある。特に、フレームないし支持枠を安定した構造に、好ましくは金属から構成するのが
好適である。
【００４３】
　下側密閉手段がリニアガイド機構によって可動する上述した好適実施形態において、駆
動ユニットの当接面は好ましくは対応する駆動ユニットの上部領域に下向きに配置され、
これに合わせて、好ましくは抽出モジュールの当接面は抽出モジュールの上部領域、好ま
しくは抽出モジュールの上端に上向きに配置するとよい。
【００４４】
　上述したコーヒー抽出アセンブリを組み込んだコーヒーメーカーも本発明の対象である
。上記課題を解決するための本発明によるコーヒーメーカーでは、上述したコーヒー抽出
アセンブリと、水加熱ユニットと、コーヒー粉末供給ユニットとが互いに連係動作するよ
うに構成され、前記コーヒー抽出アセンブリの中の、コーヒー粉末供給ユニットによるコ
ーヒー粉末の供給と、水加熱ユニットによる熱湯の供給とによってコーヒー飲料がつくり
出される。従って、このコーヒーメーカーも、上述したコーヒー抽出アセンブリに関する
種々の特徴、作用、効果を有することになる。
【００４５】
　好適な実施形態において、抽出モジュールは、抽出モジュールが駆動ユニットの内部ま
たはその外面にあるいはそれら双方に配置された状態でリーダによって機械式に読取り可
能な標識を有している。この標識は、たとえば、バーコード式符号化においては、それ自
体公知のようにバーコードとして形成されていてよい。同様に、その他の機械式読取り可
能な標識たとえばＲＦＩＤ標識の採用も本発明の範囲に含まれる。したがって、この好ま
しい実施形態においては、内蔵されるか、もしくは駆動ユニットに外面に接して装着され
たそれぞれの抽出モジュールに関する固有の情報がリーダによって読取り可能である。こ
れによって数多くの利点が得られる。
【００４６】
　一方で、識別標識によって、製造日付を調べることができる。また場合により、使用さ
れた要素／機構の一般的な耐用寿命をユーザーに知らせることもできる。
【００４７】
　しかしながら、コーヒーの調製に使用されるパラメーターをそれぞれの抽出モジュール
に適合させることが特に好適である。以下のグループ、粉砕度、抽出圧力、抽出温度、抽
出プロセス中の給水量、コーヒー粉圧縮時の対抗圧力のうちの少なくともいずれか１個の
パラメーターが変更されるのが好適である。そのため、コーヒー抽出アセンブリの標識が
リーダによって読み取られて、コーヒーメーカーの制御装置に転送されるようにすべく、
駆動ユニットおよび／またはコーヒーメーカーは、標識を読み取るリーダに指令を与えて
おく。制御装置は、標識に対するリーダによる読み取りを通じて、１個以上のコーヒー調
製パラメーターが選択され、調整されるように構築されている。
【００４８】
　この場合、抽出モジュール標識と前記コーヒー調製パラメーターとを対応させたテーブ
ルおよび／またはリストが制御装置に記憶されているようにすることも本発明の範囲に含
まれる。同じく、標識自体がパラメーター値または同等な情報を含むような構成を採用す
ることも本発明の範囲に含まれる。
【００４９】
　したがって、この好適な実施形態においては、コーヒー抽出プロセスを使用されるそれ
ぞれのコーヒー抽出アセンブリに最適適合させることができる。それゆえ、たとえば抽出
チャンバのサイズに合わせて、粉砕度、抽出圧力および／または抽出温度を適合させるこ
とができる。この場合、特に、特別な飲料種ごとの一連の抽出モジュールたとえば特にエ
スプレッソ用に形成された抽出モジュールおよび特にその他の種類のコーヒー用に形成さ
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れた抽出モジュールを設け、それら一連の抽出モジュールをそれぞれに対応する標識によ
って区別し、コーヒーメーカーを抽出モジュールの交換によって非常に容易に、特にエス
プレッソ調製用に最適化されたコーヒーメーカーから、多様な種類のコーヒー飲料を調製
し得る、より大きなバラエティーを備えたコーヒーメーカーに転換することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明によるコーヒー抽出アセンブリの一実施形態の駆動ユニットの正面図であ
る。
【図２】コーヒー抽出アセンブリの上記実施形態の駆動ユニットの側面図である。
【図３】上記実施形態の駆動ユニットを斜め上方から眺めた斜視図である。
【図４】本発明によるコーヒー抽出アセンブリの上記実施形態の抽出モジュールの正面図
である。
【図５】上記抽出モジュールの斜視図である。
【図６】上記抽出モジュールが駆動ユニットに嵌装された状態の、本発明によるコーヒー
抽出アセンブリの上記実施形態の側面図である。
【図７】上記コーヒー抽出アセンブリの背面図である。
【図８】図６の線Ｃに沿った、図６の描図平面に対して垂直な上記コーヒー抽出アセンブ
リの断面図である。
【図９】コーヒー抽出アセンブリとこのコーヒー抽出アセンブリが組み込まれるコーヒー
メーカーとの関係を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００５１】
　以下、本発明のその他の好ましい特徴および実施形態を、実施形態ならびに図面を参照
して説明する。図１から図９において、同一の符号は同一の要素／機構を表している。
【００５２】
　図１～８は本発明によるコーヒーメーカーに用いられるコーヒー抽出アセンブリ１の実
施形態に関するものである。図９は、コーヒーメーカーと、このコーヒーメーカー取り外
されたコーヒー抽出アセンブリとを模式的に示している。
【００５３】
　コーヒー抽出アセンブリは駆動ユニット２と抽出モジュール３とを有している。
　駆動ユニット２は、互いに平行をなして直立する２本のスピンドル４ａおよび４ｂを有
するリニアガイド機構４を含んでいる。駆動ユニット２はさらに、電動機として形成され
たモータ駆動部５を有し、前記モータ駆動部はベルトを介して２本のスピンドル４ａおよ
び４ｂと連結されているために、これらのスピンドルはモータによってスピンドル軸を中
心にして同一方向に垂直に回転可能である。
【００５４】
　抽出モジュール３は、円筒形の抽出チャンバ６ａを有する抽出ヘッド６を含んでいる。
前記抽出モジュールはさらに、上側密閉手段７ａと下側密閉手段７ｂとを含んでいる。
【００５５】
　抽出ヘッド６と下側密閉手段７ｂとは、たとえば図４に双方向矢印Ａで示されているよ
うに、線形的に移動できるように上記抽出モジュールに配置されている。他方、上側密閉
手段７ａは抽出モジュール３に配置されている。
【００５６】
　重要な点は、図６から図８に示されているように、上記抽出モジュールは着脱可能な形
で部分的に上記駆動ユニット内に配置可能なことである。
【００５７】
　上記抽出モジュールが上記駆動ユニット内に配置されると、抽出ヘッド６と下側密閉手
段７ｂとはモータ駆動部５によって上下動され得る。
【００５８】
　リニアガイド機構４は２個のスピンドルナット４ｃ、４ｄを含んでおり、これらのナッ
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トはそれぞれスピンドルねじ山とかみ合い連係して、スピンドルナットの並進運動（ただ
し、それぞれのスピンドル軸を中心とした回転運動ではない）が可能となるように駆動ユ
ニット２のフレームにガイドされている。
【００５９】
　スピンドルナット４ｃおよび４ｄはそれぞれの内側に、図１および８において描図平面
に対して垂直方向から前記面内に侵入するようにして、つまり、手前からスピンドルナッ
トに挿し込むことのできる水平に延びる円柱体を受け入れる受入部を有している。
【００６０】
　相応して、抽出モジュール３は（図４から理解できるように）抽出モジュール３のフレ
ームを越えて左右に突き出した金属ロッド８を有している。
【００６１】
　駆動ユニット２のフレームも受入部９ａ、９ｂ（図１および３を参照）の設けられたフ
レームを有しているため、抽出ヘッドと下側密閉手段とが下降されて抽出モジュール３が
駆動ユニット２に嵌装される際に、金属ロッド８の両端はスピンドルナット４ｃおよび４
ｄのそれぞれ対応する受入部に挿入される。
【００６２】
　金属ロッド８は下側密閉手段７ｂと抽出ヘッド６との下側に配置されているために、ス
ピンドルナット４ｃ、４ｄが上昇する際には、相応した上向きの線形的移動力が金属ロッ
ド８を介して下側密閉手段７ｂと抽出ヘッド６とに伝達されるため、両者はモータ駆動部
５によって上下方向に移動可能である。
【００６３】
　コーヒー飲料を製出するために、抽出ヘッドと下側密閉手段７ｂとはモータ駆動部５に
よって下方に移動されるため、抽出チャンバ６ａは、上側密閉手段７ａが配置されている
ことにより上部が開放され、こうして、同所にコーヒー粉を装入することが可能になる。
【００６４】
　続いて、モータ駆動部５によって抽出ヘッド６と下側密閉手段７ｂとが上方へ移動され
るため、抽出チャンバは上側密閉手段７ａによって密閉され、さらに、コーヒー粉は上下
の密閉手段の間で圧縮される。
【００６５】
　上側および下側の密閉手段はそれぞれ１本の液体導管ならびに、Ｏリングとして形成さ
れたシール付きの、稼動時にコーヒーメーカーの前記液体導管と連結される１個の接続口
を有している。これらの導管の一方を経てコーヒー抽出用の熱湯が抽出チャンバ６ａに導
入され、他方の導管を経てコーヒー飲料がコーヒーメーカーの注出口に送出される。
【００６６】
　金属ロッド８および場合によりねじまたは類似の締結手段を別として、抽出モジュール
３のその他の要素／部品はプラスチックから製造されている。これにより、抽出モジュー
ル３の省コスト製造が可能である。
【００６７】
　コーヒーの製出中とくにコーヒー粉の圧縮中に大きな力が特に垂直方向に及ぼされるこ
とは確かであるが、こうした力は駆動ユニット２に逃がされるために、これらの力の作用
及び反力の受け止めに関するしっかりした安定性は駆動ユニット２によって保証される。
【００６８】
　図１～３から理解できるように、駆動ユニット２は金属製のフレーム１０を有している
。このフレームにはモータ駆動部が配置されていると共に、同じくスピンドル４ａ、４ｂ
もこのフレーム１０に支持されている。
【００６９】
　駆動ユニット２に抽出モジュール３が嵌装されると、抽出モジュール３の上部領域は駆
動ユニット２に密接する（図８の符号Ｂで示された領域を参照）。
【００７０】
　相応して、図５に示した抽出モジュール３の斜視図から理解できるように上側面ならび
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にリブ（全体として図５の符号Ｄで表示）は、駆動ユニット２のフレーム１０の、図１に
符号Ｅで示した下向きの当接面に密接している。コーヒー粉の圧縮に際し、モータ駆動部
５によって、スピンドル４ａ、４ｂ、スピンドルナット４ｃ、４ｄ、金属ロッド８を経て
、上側密閉手段７ａの方向に作用する力が下側密閉手段７ｂに伝達される一方で、上側密
閉手段７ａは抽出モジュール３の前記壁面とリブとによって駆動ユニット２のフレーム１
０の当接面Ｅに支保されている。したがって、フレーム１０、スピンドル４ａ、４ｂ、ス
ピンドルナット４ｃ、４ｄおよび金属ロッド８によって高度の安定性が所与である。
【００７１】
　図９から理解できるように、コーヒー抽出アセンブリ１の抽出モジュール３には二次元
バーコードとして形成された機械読取り式標識１１が装着されている。このコーヒー抽出
アセンブリ１が組み込まれるコーヒーメーカー１００には機械読取り式標識１１の内容を
読み取るリーダ１２と、そのリーダ１２からの検出データを入力して、コーヒー抽出制御
処理に利用する制御装置１３とが備えられている。読み取られたデータに応じて、粉砕度
、抽出圧力、抽出温度、抽出プロセス中の給水量およびコーヒー粉圧縮時の対抗圧力が選
択されるため、使用されるそれぞれのコーヒー抽出アセンブリに最適な飲料製出パラメー
ターが適用されることになる。この場合、さらに、１個以上のパラメーターに関して、ユ
ーザーによる、またはその他の制御要素によって変更が行われることも本発明の範囲に含
まれる。特に、検出されたコーヒー抽出アセンブリのタイプによって、１個以上のパラメ
ーターに関する情報、好ましくは、値および／または許容範囲がプリセットされるように
すると好都合である。
　図９で模式的に示されているだけであるが、コーヒーメーカー１００の本体には、コー
ヒー抽出アセンブリ１以外に、水やコーヒー粉末などの貯蔵タンク（コーヒーメーカー１
００の上部に載せられている）、水加熱ユニット、コーヒー粉末供給ユニットなどが互い
に連係動作するように組み込まれており、コーヒー抽出アセンブリ１の中の、コーヒー粉
末供給ユニットによるコーヒー粉末の供給と、水加熱ユニットによる熱湯の供給とによっ
てコーヒー飲料がつくり出される。
【００７２】
　具体的には、リーダ１２や制御装置１３を駆動ユニット２ないしはコーヒーメーカー１
００本体に備えられる。これにより、駆動ユニット２に抽出モジュール３が装着された際
に、自動的にリーダ１２が機械読取り式標識の一例である二次元バーコード１１を読み込
む。その検出データは制御装置１３に転送される。機械読取り式標識として無線ＩＣタグ
１１を用いてもよいし、その際には制御装置１３にリーダ１２を組み込むことができる。
【００７３】
　以下に、部分的には繰り返しになるが、本発明の好適な実施形態を列挙する。
　（１）抽出モジュール３は、上側密閉手段７ａと下側密閉手段７ｂの両方を含んでいる
。
　（２）上側密閉手段７ａと下側密閉手段７ｂのいずれか一方が抽出モジュール３に固定
され、他方の密閉手段が抽出ヘッド６と共に線形的に移動できるように抽出モジュールに
配置されている。
　（３）駆動ユニット２のリニアガイド機構４は第１の機械式連結手段を有すると共に、
抽出モジュール３の抽出ヘッド６は第２の機械式連結手段を有し、抽出モジュール３が駆
動ユニット２の内部またはその外面にあるいはそれら双方に配置された状態で双方の第１
の機械式連結手段および第２の機械式連結手段が機械式に連結されるように第１の機械式
連結手段および第２の機械式連結手段は配置され、この連結によりリニアガイド機構４の
線形的移動力が抽出ヘッド６に伝達可能である。
　（４）抽出モジュール３の第２の機械式連結手段は少なくとも１つの突起を有し、リニ
アガイド機構４の第１の機械式連結手段は突起を受け入れる少なくとも１つの受入部を有
し、受入部は突起を着脱可能に受け入れるように形成されている。
　（５）抽出モジュール３の第２の機械式連結手段はロッド状要素として形成され、ロッ
ド状要素は抽出ヘッド６の線形的移動方向に対してほぼ垂直となるように配置されている
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　（６）抽出モジュール３の第２の機械式連結手段は抽出チャンバ６ａの線形的移動方向
に対して垂直に少なくとも抽出チャンバ６ａの幅にわたって延びている。
　（７）抽出モジュール３の第２の機械式連結手段は金属から形成されている。
　（８）上側密閉手段７ａと下側密閉手段７ｂのいずれか一方は、使用済みのコーヒー粉
を抽出チャンバ６ａから排出するための排出ラム部材として形成され、配置されている。
　（９）抽出ヘッド６と、排出ラム部材として形成された密閉手段とは、排出ポジション
において、抽出ヘッド６の線形的移動方向に対して垂直をなす揺動軸を中心にして揺動で
きるように抽出モジュール３に配置されている。
　（１０）抽出モジュール３は一体的に着脱可能な形で駆動ユニット２の内部またはその
外面にあるいはそれら双方に配置されている。
　（１１）抽出モジュール３は工具を用いることなく着脱可能な形で駆動ユニット２の内
部またはその外面にあるいはそれら双方に配置される。
　（１２）抽出ヘッド６、上側密閉手段７ａ、下側密閉手段７ｂのうちの少なくとも１つ
はワンタッチクランプを介して抽出モジュール３に装着される。
　（１３）上側密閉手段７ａまたは下側密閉手段７ｂあるいはそれら両方は、液体導管を
接続するためのシール付き液体導管接続口を有している。
　（１４）駆動ユニット２には、互いに平行かつ離間して配置されるとともにモータ駆動
部によって回転駆動可能な２本のスピンドルが備えられ、駆動ユニット２と抽出モジュー
ル３とは、抽出モジュール３が着脱可能な状態において少なくとも部分的にスピンドル４
ａ，４ｂ間に位置するように設けられている。
　（１５）抽出モジュール３は少なくとも大部分がプラスチックから形成され、上側密閉
手段７ａと下側密閉手段７ｂと抽出チャンバ６ａとはプラスチックから形成されている。
　（１６）抽出モジュール３には、機械読取り式標識１１として、駆動ユニット２にまた
はこの駆動ユニット２を組み込んだコーヒーメーカー１００に備えられたリーダ１２によ
って読取り可能なバーコードやＩＣタグが設けられている。
　（１７）駆動ユニット２の内部またはその外面にあるいはそれら双方に抽出モジュール
３が位置した状態において、抽出モジュール３の機械読取り式標識１１がリーダ１２によ
って読取り可能な位置となるようにリーダ１２が配置されている。
　（１８）リーダ１２と連係して、抽出モジュール３の機械読取り式標識１１の読み取り
結果に応じて、少なくとも１個のコーヒー調製パラメーターとして、粉砕度、抽出圧力、
抽出温度、抽出プロセス中の給水量、コーヒー粉圧縮時の対抗圧力のうちから選択された
少なくとも１つのパラメーターを利用する制御ユニット１３が備えられている。
【００７４】
　尚、特許請求の範囲の項に図面との対照を便利にするために符号を記すが、該記入によ
り本発明は添付図面の構造に限定されるものではない。
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